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ご入学、ご進級おめでとうございます。希望に満ちた新年度の始まりです。新しい学年、新しいクラスで、期待と不安があるかと思います。 

この時期は、心もからだも大きく成長する時期です。食事はその成長を保つためにとても重要です。成長と健康を保つために、望ましい食生活を身に付けましょう。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月
こんげつ

の給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

：給食
きゅうしょく

のきまりを覚
おぼ

えよう 

給食の前に、 

机の上を片付け

ましょう。 

全員の給食がそろったら、 

「いただきます」 

をしましょう。 

協力して準備をしましょう。 

 

姿勢よく、 

持てる食器は手

に持って 

食べま 

しょう。 

給食当番は 

身支度を整え、 

健康チェックをし

ましょう。 

手をきれいに洗い

ましょう。 

食べ物は、食べやすい 

大きさにして、よくかんで食

べましょう。 

 

時間内に食べ終わるようにし

ましょう。 

 

食器は大切に扱いましょう。 

調理員は健康チェ

ックをし、身だしな

みを整えて 

います。 

野菜・果物は流

水で３回 

以上洗い 

ます。 

生で食べるミニトマト

や果物を除き、 

すべて加熱 

します。  

調理後２時間以内に

喫食できるよう、 

時間を考えて 

調理します。 

「学校給食摂取基準」に基づき、栄養教諭が献立を作成しています。「学校給

食摂取基準」では、１日に必要な栄養量の３分の１程度を目安に、カルシウムは

２分の１など、家庭での食事で不足しがちな栄養素を補えるように基準値が定め

られています。「主食・主菜・副菜・汁物・牛乳」の組み合わせを基本に、さま

ざまな食品や調理法を取り入れ、バラエティーに富んだ献立を実施します。 

※食材に異物混入がないかも

チェックします。 

※加熱した食品は、中心温度

を測定します。 

「学校給食法」に基づき、教育活動の一環として 

実施されるものです。成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、栄

養バランスのとれた食事を提供するとともに、望ましい食習慣と食に関する

実践力を身につけさせるための重要な教材としての役割も担っています。 

食事について正し

い理解を深め、健全な食

生活を営む判断力や望ま

しい食習慣を養う。 

適切な栄養の摂取

による健康の保持増

進。 

明るい社会性と

協同の精神を養う。 

食料の生産、流通

及び消費について、正

しく理解する。 

伝統的な食文化

を理解する。 
食生活が多くの人  々

の勤労に支えられている 

ことを理解し、感謝する。 

自然の恩恵への理解

を深め、生命、自然を尊重

する精神や環境の保全に

寄与する態度を養う。 

スギやヒノキの花粉が飛散するこの季節、「花粉症」の症状に悩まされている方も

多いのではないでしょうか？ 花粉症もアレルギーの一つですが、アレルギーとは、

本来は病原菌などの異物から体を守る仕組みである「免疫」が、ある特定の異物に対

して過剰に反応し、症状を引き起こすことです。その中で、食べ物が原因となるもの

を「食物アレルギー」と呼びます。 

消費者庁では、重篤度・症例数の多い８品目を「特定原材料」として、加工食品な

どへの表示を義務付けています。そのほかにも原因食物はさまざまで、人によって反

応が出る量、症状の重さは異なり、体調によって変わることもあります。 

アナフィラキシーは、複数の臓器にわ

たって全身にアレルギー症状が現れる

ことで、 アナフィラキシーのうち、血

圧低下や意識障害を伴う場合をアナフ

ィラキシーショックといい、一刻も早く

治療しないと命に関わります。 

花粉症の人の中には、生の果物や野菜

を食べると、口の中や喉にかゆみやしび

れなどが起こる「口腔アレルギー症候

群」（花粉-食物アレルギー症候群ともい

う）を発症することがあります。まれに、

アナフィラキシーを起こすこともある 

ので、注意が必要です。 

症状が出ずに食べられる量は人によって異なり、 

成長するにつれて変わる場合もあります。定期的に 

専門の医療機関を受診し、医師の診断のもと、「必要 

最小限の原因食物の除去」を心がけることが大切です。 

西東京市では、西東京市作成の「食物アレルギー対応指針」にもとづき、アレル  

ゲンの除去食の提供を行っています。対応にあたっては、医師記載の「学校生活 

管理指導表」、保護者記載の「食物アレルギー申出書」の提出、学校での面談が必 

要となります。 


